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男女共同参画
みえネット

分
科
会
2

セ
ミ
ナ
ー
室
Ａ

10
時
～
11
時
50
分

女
性
差
別
撤
廃
条
約

ー
知
る
。
次
は
前
へ
ー

全
国
の
動
き

府
県
議
会
は
9
（
三
重
県
含
む
）
、
市
町
議
会
は
１
３
８
（
２
０
２
１
年
12
月
現

在
）
の
議
会
か
ら
、
意
見
書
採
択
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
と
徳
島
県
は
、
県
府

内
す
べ
て
の
議
会
で
、
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
３
県
の
動
き

実
現
ア
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
県
の
メ
ン
バ
ー
で
つ
な
が
り
、

東
海
の
３
県
で
の
活
動
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。「早わかり女性差別撤廃条約」パネル

展示させてもらえるところがあれば、ご連絡く
ださい。どこでも駆けつけます。

「早わかり女性差別撤廃条約」縮小版冊子
ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

山下泰子さん「講演ビデオ」48分
学習会等でビデオを活用したい方は、事務局
までご連絡ください。

女性差別撤廃条約選択議定書の
批准を求める請願署名にご協力
をお願いします。
選択議定書の批准は国会の承認が必要です。
実現アクションは、「第208通常国会」に提出
する請願署名に取り組んでいます。男女みえ
ネットも署名に取組み、国会に声を届けたいと
思います。

三
重
県
内
の
議
会
に
お
け
る

｢

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の

批
准
を
求
め
る
意
見
書｣

採
択
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

み
え
の
男
女
２
０
２
２

３
月
５
日(

土
）

「
気
候
変
動
対
策
・
施
策
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
を
求
め
る

声
明
」
に
賛
同
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
「
国
際
女
性
デ
ー

（IW
D

）」及
び
「第
66
回
国
連
女
性
の
地
位
委
員
会

（CS
W

66
）
」
の
主
た
る
テ
ー
マ
で
す
が
、
日
本
国

内
で
の
気
候
変
動
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
連
性
・
重
要

性
に
対
す
る
認
識
の
広
が
り
が
極
め
て
不
十
分
で

す
。
声
明
は
、
、
日
本
政
府
お
よ
び
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
自
治
体
・
ビ
ジ
ネ
ス
界
・
市
民
社
会

等
）
が
、
気
候
変
動
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に

関
す
る
取
組
を
加
速
し
、
世
界
に
対
し
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
う
提
言
す
る
も
の
で
す
。

国際女性デー2022 男女みえネットの取組み

展
示

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

10
時
～
16
時

「
早
わ
か
り
女
性
差
別
撤
廃

条
約
」
パ
ネ
ル

ホームページ
QRコード

山下泰子さん

山
下
泰
子
さ
ん
ビ
デ
オ
登
壇

テ
ー
マ｢

女
性
差
別
撤
廃
条
約
と

選
択
議
定
書｣

事
前
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
た

参
考
資
料
を
見
な
が
ら
、
女
性
の

権
利
の
国
際
基
準
「
女
性
差
別
撤

廃
条
約
」を
知

講
演
後
の
意
見
交
換
は
、
会
場
9
名
と
オ
ン
ラ

イ
ン
5
名
の
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
後
、
「
私
に

で
き
る
最
初
の
一
歩
」
を
テ
ー
マ
に
、
若
者
層
へ
の

働
き
か
け
、
職
場
で
で
き
る
こ
と
、
自
分
自
身
の
一

歩
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

男女みえネット
からの発信

ミ
モ
ザ
の
花
と
共
に
展
示
し
ま

し
た
。

三重県議会
3月24日
全会一致で
意見書採択

三
重
県
内
の
議
会
で
は
、
初
め
て
の
意

見
書
採
択
で
す
。
意
見
書
名
は
「
女
性
差

別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速
や
か
な
批

准
を
求
め
る
意
見
書
」
。
「
速
や
か
な
」

と
い
う
表
記
と
全
会
一
致
の
採
決
を
さ
れ

た
、
県
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
熱

意
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
意
見
書
の
内
容

も
、
山
下
泰
子
さ
ん
か
ら
「
格
調
高
い
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
29

市
町
議
会
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

男女みえネットオリジナル

女性差別撤廃条約アイテムの活用

三
重
大
学
名
誉
教
授
高
山
進
さ
ん
の
お
は
な
し

の
テ
ー
マ
は
、｢

な
ぜ
気
候
危
機
打
開
に
正
義

(J
u
s
tic
e
)

の
視
点
が
必
要
か｣

。｢

生
物
多
様
性

主
流
化｣

が
進
ま
な
か
っ
た
、
気
候(

環
境)

危
機
の

時
代
に
対
応
し
た
政
策
の
変
換
が
適
切
に
で
き
な

い
な
ど
、
国
際
基
準
が
日
本
の
基
準
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
は
、
環
境
分
野
も
女
性
の
人
権
も
同
じ

な
の
だ
と
、
寂
し
い
共
感
を
し
ま
し
た
。

大
会
ア
ピ
ー
ル
・
特
別
決
議
を
拍
手
で
採
択
し
、

総
文
前
で
の
平
和
ア
ピ
ー
ル
の
サ
イ
レ
ン
ト
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
終
了
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年

国
際
女
性
デ
ー
三
重
県
集
会

３
月
１
２
日
（
土
）

総
文
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階
視
聴
覚
室

14
時
～
16
時
30
分

会場の様子

参
考
資
料
①
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
司
法
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
」
②
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
批
准
し
な

い
と
は
じ
ま
ら
な
い
！
」
③
「
地
方
議
会
に
お

け
る
意
見
書
採
択
状
況
」

る
こ
と
、
女
性
の
人
権
が
世
界

基
準
に
な
っ
て
い
な
い
日
本
が

選
択
議
定
書
の
批
准
を
必
要

と
す
る
意
味
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
選
択

議
定
書
批
准
に
向
け
て
、
私
た

ち
に
で
き
る
最
初
の
一
歩
は
、

地
方
議
会
を
動
か
す
こ
と
と

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
第

99

条｢

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
当
該
普
通
地
方
公

共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書
を
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る｣

の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
議
会
の
意
思
と
し
て
選
択
議

定
書
の
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全員の起立によって採択


